
施設別一覧表（実施方法、薬剤使用量（屋外・屋内））について

１ 実施方法について

（１）部署名

   当該施設の管理を担当している名古屋市の局区室名が記載されています。

（２）施設の名称

施設ごとの名称が記載されていますが、複数の施設で一括して薬剤を使用等してい

る場合などは、複数の施設に該当するような名称が記載されています。

（３）施設の所在地

施設ごとの所在地が記載されていますが、複数の施設で一括して薬剤を使用等して

いる場合などは、代表的な所在地等が記載されています。

（４）実施方法

「農薬等」、「殺虫剤・殺そ剤」、「シロアリ防除剤・消毒剤」別に回答をまとめました。

「 １）～７）」などの表示は、次表のとおりです。なお、空欄はその項目において、「回

答の必要がない」又は「回答ができない」項目です。

表示 設問項目 選択肢

１） 薬剤の使用に係る作業はどのように

実施したか。（委託、直営）

① 委託で実施

② 直営で実施

③ 委託・直営で実施

④ 未実施 （薬剤を使用しなかった場合）

２） 薬剤の使用等防除作業の前に病害虫

等の生息状況調査を実施したか。

① 実施

② 未実施

③ － （例外として、必要に応じ発生を防止

するため、生息状況に関らず一律に薬剤

を使用することができる施設の場合）

３） ２）の調査結果に基づいて薬剤の使用

等を実施したか。

① 実施

② 一律実施 （生息が確認されなかったが、

薬剤の使用等を一律に実施した場合）

③ 未実施 （生息が確認されたが、薬剤の

使用等を行わなかった場合）

④ －（ ２）で「－」と記入した施設等）

４） 薬剤を使用しない防除方法（例：捕殺）

を検討したか。

① 検討

② 未検討

５） 薬剤をどのように使用したか。 ① 散布（例：噴霧、薫煙等）

② 散布以外（例：誘殺、塗布等）

６） 作業前後に、施設利用者等に対し、作

業日時、作業方法、注意事項等を周知

したか。

① 実施

③ 一部のみ （施設の一部のもの（例：職

員）のみに周知した場合）

③ 未実施

７） 使用した薬剤の名称、量を記録・保存

しているか。

① 名称、量を記録

② 名称のみ記録

③ 量のみ記録

④ 記録していない



２ 薬剤使用量（屋外・屋内）について

（１）実施日

  作業の実施日が記載されていますが、実施回数が多い場合などには、「随時」のよう

に記載されている場合があります。

（２）使用対象（屋外）又は使用場所（屋内）

  屋外の場合は使用対象（樹木、雑草など）、屋内の場合は使用場所（事務室、廊下な

ど）が記載されています。

（３）薬剤の区分

以下の薬剤区分から記載されています。

ア 屋外

薬剤区分 説明

殺虫剤 農作物などに害を及ぼす害虫を防除する薬剤

殺菌剤 農作物などに害を及ぼす病気を防除する薬剤

除草剤 雑草を防除する薬剤

植物成長調整剤 農作物の生育を促進したり抑制する薬剤

展着剤 他の農薬と混合して使い、その農薬の付着性を高める薬剤

その他 上記以外の薬剤

イ 屋内

薬剤区分 説明

殺虫剤

(ｼﾛｱﾘ防除剤を除く）

衛生害虫（ゴキブリ等）又は不快害虫（ハチ等）を防除す

る薬剤

シロアリ防除剤 シロアリを防除する薬剤

殺そ剤 衛生環境を損なうネズミを防除する薬剤

消毒剤 衛生環境を損なう細菌等を消毒する薬剤

（建物や車輌の床等構造物の消毒（器具消毒、人体消毒等

は対象外））

（４）薬剤の名称

  一般名が記載されている場合と、商品名が記載されている場合があります。

  

（５）薬剤（原液）の使用量

  希釈して用いた薬剤においても、希釈前の原液の使用量（商品の使用量）が記載さ

れています。なお、使用量は小数点以下第二位までの記載を原則としていますが、量

によってはそれ以外の記載をしている場合があります。

（６）希釈倍率

  希釈した際の希釈倍率（原液を何倍に薄めたか）が記載されています。薄めずに原

液のまま使用した場合は 1倍となっています。


